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1960 年以降、わが国は平均寿命の延伸と少子化が相まって高齢化率が急激に上昇していま

す。いわゆる「団塊の世代」が後期高齢者となる 2025 年は目前に迫っており、さらに、「団塊ジュ

ニア世代」が 65 歳以上となる 2040 年頃には高齢者人口がピークを迎えます。医療費削減、病

床数削減、医師不足、介護労働者不足などの問題も加わり、今我々は、かつてどの国も経験したこ

とのない超高齢社会にかかわる様々な問題を社会全体でいかにして乗り越えていくかを考えなけ

ればなりません。 

 このような状況のなかで、薬剤師（あるいは今後薬剤師になろうとする者）は、高齢化の現状や将

来訪れる状況、高齢者医療の体制や今後の方針を十分に知っておく必要があります。これらを知

ることは、医療にかかわる社会情勢の変化や地域社会における薬剤師の役割やニーズをいち早く

理解し、行動する助けになります。また、高齢者は、加齢による身体的、生理的そして精神的な機

能低下のために多くの疾患を有し、また症状も非定型的なものが多いという特徴があり、ケアにお

いては単に疾患別や臓器別、薬剤別のアプローチでは十分ではなく、全人的なアプローチも求め

られることになります。したがって、薬剤師として高齢者医療におけるファーマシューティカルケアを

実践するためには、人の老化や加齢変化、高齢者の特殊性や老年疾患、さらにはこれらに配慮し

た薬物療法、フィジカルアセスメント、コミュニケーション、セルフメディケーション支援など多くの知

識・技能・態度を身につけておくことが必要となります。  

 本講演におきましては、日本の高齢化の現状と将来予測、薬剤師が意識すべき高齢者の特徴（フ

レイルやサルコペニアも含める）、また、現在、話題となっているポリファーマシーに対する考え方を

中心にお話しさせていただければと思います。 

 


